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島にあるもので、魅力を打ち出す

地域の環境や文化を活かして、甑島を魅力的な場所にで
きるように挑戦を続けています。時代の変化とともに使い
古されたものや課題とされていることも、見方を変えれば
価値あるものになるはずです。そういったところに光を当
てたい、と思っています。

手掛ける事業はいろいろあります。豆腐屋にカフェを併
設した「山下商店」、中甑港旅客待合所をリノベーションし
たカフェ「コシキテラス」、ほかに旅館やレンタサイクル、
農業や商品開発・販売、観光コンテンツの提供やイベント
企画などを展開しています。

島での活動も 10 年を越えました。これまでたくさんの方
に支えられて、続けることができています。

16歳で夢破れて、島のことを考えるようになった

じつは、私の夢は騎手になることでした。中学卒業後に
競馬学校に入学しましたが、減量苦から挫折。島に戻って
しばらくはキビナゴ漁の手伝いをしていました。挫折を経
験したこと、そして働くことを通して島の見え方が変わり
ました。産業や暮らしのあり方、島の未来について考える
ようになりました。そして、「自分がここでできることは何
だろう？」と思ったのです。

それから高校に入り、さらに京都の芸術系大学に進
学。大学では環境デザインを専攻しました。在学中には、

「KOSHIKI ART PROJECT」（甑島で開催するアートイベン
ト）にも参加し、副代表も務めました。

大学卒業後に島に戻り、まずは農業を始めました。米と
焼酎用サツマイモの栽培です。その後、2012 年に山下商店
を開業したのを機に法人化し、現在に至ります。

故郷の未来のために、今できることをしっかりと

僕らの世代が今するべき苦労にしっかりと向き合いたい。
先輩方がしてきたこととは違う苦労を僕らがして、次の世
代ではまた違う苦労をしてもらう。そういった積み重ねで
地域は発展すると思っています。そして、苦労をするなら、
やはり夢があったほうがいいのです。

人口減少の原因というのは、そこに住む理由を見いだせ
ないからなんです。私の会社の活動はすべて「甑島で暮ら
す理由づくり」につながっています。地域を盛り上げ、み
んなが笑顔で暮らせて、甑島が選ばれる場所になるように、
これまでと変わらず取り組んでいきます。

旅するように生きてきて、阿久根にたどり着いた

これまで、ひとところに定着しない生き方をしてきまし
た。経験した職もいろいろですし、海外へ飛び出してカナ
ダやニュージーランドに住んだ時期もあります。阿久根に
移住してきたのも、そんな流れの延長線上にあります。

阿久根に旅行で来て、ここがすごく気に入りました。何
といっても、海が抜群にきれいです。とくに、夕日が素晴
らしい！　関東だと、海に沈む夕日ってなかなか見られる
ものではありません。それが、阿久根ではすぐ目の前にあ
るのです。そして、人と人の距離感が近いことにも驚きま
した。阿久根旅行中に初対面のおばあさんに話しかけられ
てすごく仲良くなったことがあって、新鮮な感覚で楽しかっ
たのです。その体験も移住の決め手にもなりました。

人と人のつながりが、どんどん広がっていく

「まちの灯台阿久根」は地域おこし協力隊の卒業生が立
ち上げた会社です。ここでは、体験型の観光コンテンツ作
りを進めていて、私もこのお手伝いをしています。取材を
して、面白いヒトやコトを探し出し、体験型観光を作って
いきます。すでに稼働しているものとしては、竹細工やウ
ニ殻アートなどがあります。ボンタンやビワなど魅力的な
農作物も多く、こちら方面の体験も面白いものができそう
です。今の段階（2021 年 2 月時点）で 20 ほどのコンテン
ツができつつあり、これから打ち出していきます。

この取り組みを通して、たくさんの人とつながりができ
ます。いろいろな世代の方、いろいろな職種の方、いろい
ろな立場の方と仲良くなれました。これって、都会暮らし

ではあまり体験できない感覚なのです。東京では電車など
で知らない人と話すことはまずありません。一方、阿久根
ではよく声をかけられます。私は、阿久根流の人間関係の
ほうが面白く感じます。そして、阿久根には魅力的な人が
多いのです。人を通して阿久根の魅力を伝えることで、地
域を盛り上げていけると思っています。

交流が生まれる仕掛けを、自分らしく作っていきたい

具体的な計画についてはまだまだですが、将来は阿久根
で自分の事業を立ち上げようと思っています。

やりたいのは、阿久根と都会をつなぐ交流の場を提供す
ること。海が見える場所にヨガスタジオ兼カフェを作って、
ここでイベントを開催したり、県外から人を呼ぶ仕掛けを
作ったり…といった感じが理想ですね。
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薩摩
川内市

「東シナ海の小さな島ブランド株式
会社」代表。1985年甑島生まれ。
芸術系大学を卒業後に島へ戻り、
2012年に会社設立。事業はモノづ
くり・コトづくり・場所づくりなど
多岐にわたり、地域の活性化に向け
て取り組んでいます。

2010年に京都府よりUターン

山下 賢太さん

阿久根市

1976年生まれ。歯科助手やブライ
ダルアドバイザイーなど、経験職種
は多数。ヨガのインストラクターの
資格も持つ。地域おこし協力隊とし
て阿久根に移住し、株式会社まちの
灯台阿久根で観光コンテンツづくり
を進めています。

2019年に神奈川県よりIターン

鈴木 晴子さん
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